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令
和
５
年
３
月
４
日
㈯

宇
都
宮
市
内「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

イ
タ
ヤ
」に
お
い
て
、栃
木
県

支
部
総
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、令

和
２
年
以
来
開
催
の
自
粛
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
社
会
全
体
の
コ
ロ
ナ
対
応

の
変
化
に
伴
い
、年
度
末
な

が
ら
有
志
に
て
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。３
年
ぶ

　
令
和
４
年
度
三
重
県
支
部

総
会
は
、10
月
29
日
㈯
伊

勢
市
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
奈
良
県
支
部
長
・
立
花
初

代
さ
ん
の
出
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
議
題
は
す
べ
て
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
は
二
見
町
の

御
福
餅
本
家
に
て
昼
食
を
と

り
、名
物「
伊
勢
う
ど
ん
」と

御
福
餅
を
賞
味
し
、そ
の
後

「
山
田
奉
行
所
」と
国
指
定

重
要
文
化
財
の「
賓
日
館
」

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
夕
方
、近
鉄
宇
治
山
田
駅

に
て
散
会
し
ま
し
た

　
　
　 （
文
責
：
大
形
　
弘
）

り
の
会
合
と
な
っ
た
支
部
メ

ン
バ
ー
は
大
島
支
部
長
の
経

過
報
告
と
共
に
闊
達
な
会
話

が
弾
み
概
ね
今
後
の
再
ス

タ
ー
ト
の
方
向
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
懇
親
会
に
も
自
然
に
移
行

し
、新
参
加
者
も
会
話
の
中

に
入
り
、予
定
時
間
を
超
過

し
て
一人
一人
の
状
況
交
換
と

今
後
の
校
友
会
活
動
へ
の
意

見
交
換
を
有
意
義
に
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
３
年
間
の
活
動
休
止
の
ブ

ラ
ン
ク
は
埋
め
る
の
に
相
応

の
努
力
が
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
が
校
友
と
し
て
の
一
体
感

と
コ
ロ
ナ
禍
の
教
訓
を
踏
ま

え
て
次
へ
の
発
展
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
状
況
が
許
せ
ば
次
年
度

は
早
め
に
総
会
を
開
催
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　    

　（
文
責
：
松
島
　
進
）

支 

部 

総 

会

栃
木
県
支
部

三
重
県
支
部

岐
阜
県
支
部

広
島
県
支
部

山
口
県
支
部

　
今
年
も
コ
ロ
ナ
蔓
延
防
止

対
策
の
た
め
、令
和
４
年
度

岐
阜
県
支
部
総
会
を
令
和
４

年
10
月
１
日
か
ら
ハ
ガ
キ
で

非
対
面
式
で
実
施
し
ま
し

た
。

　
校
友
会
報
、会
計
報
告
を

も
と
に
以
下
の
内
容
明
記
し

た
返
信
ハ
ガ
キ
へ
記
入
し
て

い
た
だ
く
形
で
支
部
総
会
へ

の
参
加
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
記

一　
自
身
の
近
況
報
告

二
　
支
部
活
動
へ
の

　
　
　
　
　    

意
見
・
感
想

三
　
校
友
会
へ
の

　
　
　
　
　
　
意
見
・
感
想

　
非
対
面
で
は
あ
り
ま
す

が
、岐
阜
県
支
部
総
会
が
無

事
終
了
し
ま
し
た
。10
名
の

参
加
者
に
は
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
次
回
開
催
時
、校
友
会
員

皆
様
に
は
多
々
、ご
都
合
が

あ
っ
て
お
忙
し
い
と
は
存
じ

ま
す
が
、万
障
繰
り
合
わ
せ

て
の
総
会
へ
の
ご
参
加
、ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
参
加
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

　
尚
、静
岡
県
支
部
主
催
で

の
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
は
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
、中
止
と
な
っ
て

お
り
ま
す

　
　
　 （
文
責：藤
澤 

隆 

一）
　
令
和
４
年
度
校
友
会
奈

良
県
支
部
総
会
は
11
月
12

日
㈯
平
城
宮
跡「
天
平
う

ま
し
館
」で
開
催
し
ま
し

た
。

　
総
会
で
は
、三
重
県
支
部

長
大
形
弘
様
を
来
賓
と
し

て
お
招
き
し
、オ
ー
ル
日
大

奈
良
県
支
部
の
池
田
様
、奈

良
県
支
部
か
ら
五
名
の
合

計
七
名
で
議
題
を
話
し
合

い
二
年
ぶ
り
の
近
況
の
報

告
と
交
友
を
温
め
ま
し
た
。

　
決
算
報
告
の
後
、来
年

度
の
本
部
役
員
改
選
に
向

け
て
の
適
切
な
役
員
選
出

を
話
し
合
い
ま
し
た
。次
の

議
題
は
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
改

名
で
す
。ブ
ロ
ッ
ク
内
の
支

部
か
ら「
近
畿
」か
ら「
関

西
ブ
ロ
ッ
ク
」に
変
え
て
欲

し
い
と
の
要
望
か
ら
議
題
に

あ
げ
ま
し
た
。理
由
は
い
ろ

い
ろ
で
し
た
が
全
員
一
致
で

「
関
西
」が
い
い
と
の
こ
と
で

し
た
。さ
ら
に
、来
年
の
ブ

ロ
ッ
ク
総
会
が
奈
良
県
支

部
が
開
催
県
と
な
っ
た
の
で

会
食
を
し
な
が
ら
会
場
場

所
を
話
し
合
っ
た
。

　
本
年
の
会
場
の「
天
平

奈
良
県
支
部

島
根
県
支
部

京
都
府
支
部

　
令
和
４
年
11
月
22
日
㈫

に
JR
京
都
駅
ビ
ル
内
に
有

る「
和
食
料
理
が
ん
こ
虚

と
駅
ビ
ル
内
」に
於
い
て
、

立
花
初
代
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

会
長
・
滋
賀
県
支
部
か
ら

黒
林
憲
幸
校
友
会
を
お
迎

え
し
て
開
催
し
た
。

　
開
催
に
先
立
ち
全
国
の

物
故
校
友
会
員
に
対
し
黙

祷
を
行
っ
た
。

　
開
催
に
先
立
ち
全
国
の

物
故
校
友
会
員
に
対
し
黙

祷
を
お
こ
な
っ
た
。

　
声
高
ら
か
に
校
歌
の
斉

唱
を
行
い
た
い
気
持
で
あ

る
が
、仕
切
り
を
し
た
個

室
と
は
い
え
隣
室
の
お
客

様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
事
に
な
る
の
で
、心
の
中

で
そ
っ
と
歌
っ
た
後
、山
本

京
都
府
支
部
長
の「
乾
杯
」

で
始
ま
り
、和
食
京
料
理

を
味
わ
い
な
が
ら
懇
談
に

入
っ
た
。

　
最
初
に
立
花
初
代
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
会
会
長
の
自
己

紹
介
を
兼
ね
た
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、続
い
て
そ
れ
ぞ
れ

自
己
紹
介
と
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
語
っ
た
後
、京
都
府

支
部
で
活
動
し
て
こ
ら
れ

た
光
友
が
、他
府
県
に
転

う
ま
し
館
」は
一
九
九
八
年

に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
甲
子
園
三
十
三
個
が
入

る
ほ
ど
の
広
大
な
平
城
宮

に
あ
る
五
つ
の
館
の
一
つ
で

す
。

「
い
ざ
な
い
館
」で
は
古
都

奈
良
の
歴
史
を
学
べ
、当
時

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
事

が
で
き
ま
す
。「
み
つ
き
館
」

で
は
奈
良
県
の
特
産
品
が

約
千
三
点
揃
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
に
は

程
遠
い
現
状
で
す
が
、奈
良

に
お
越
し
の
折
に
は
是
非

立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　  （
文
責
：
立
花 

初
代
）

令
和
５
年
３
月
15
日
㈬

12
時
。　
　

於
：
松
江
市
サ
ン
ラ
ポ
ー
　  

　
む
ら
く
も

参
加
者
：
坂
本
、岩
崎
、

　
　
　 
周
藤
、河
津
４
名

　
議
事

一　 

令
和
４
年
度
決
算
報
告

　
　  

岩
崎
幸
夫
会
計
幹
事

二
　
会
務
報
告

　
　
　
　
　
　  

坂
本
育
穂

・  

コ
ロ
ナ
禍
に
つ
き
令
和
３ 

　
年
度
役
員
会
開
催
。

　
出
席
　
坂
本
、河
津

・  

広
島
県
総
会
、

　
第
48
回
全
国
定
期
総
会

　
第
39
回
中
国

　
ブ
ロ
ッ
ク
総
会

　
何
れ
も
島
根
県
欠
席

・  「
日
大
島
根
桜
信
会
便
り
」  

　
１
月
号
、７
月
号
発
行

三
　
役
員
改
選

　（
令
和
５
年
度
よ
り
令
和 

　
７
年
度
）

支
部
長
　 

　  

河
津
　
和
彦

福
祉
部
長
　   

坂
本
　
育
穂

幹
事
　
　
　  

宮
崎
　
健
治

　
　
　
　
　  

岩
崎
　
幸
夫

　
　
　
　
　  

周
藤
　
　
曻

　
　
　
　
　  

河
野
　
義
男

　
　
　
　
　  

村
上
　
謙
武

　
　
　
　
　  

酒
井
　
實
三

　※

坂
本
も
平
成
13
年
よ
り

何
と
か
今
日
ま
で
そ
の
任
を

担
っ
て
き
た
が
、今
年
度
よ

り
支
部
長
河
津
和
彦
氏
と

な
っ
た
。年
齢
も
相
当
若
返
っ

て
、新
た
な
島
根
支
部
が
誕

生
、形
成
さ
れ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。校
友
諸
氏
の
一層

の
ご
後
援
・
ご
指
導
を
お
願

い
し
た
い
。

・ 

全
国
総
会
出
席
者
に
、可 

　
能
な
範
囲
で
必
要
な
出
　

　
張
費
を
補
助
す
る
。

・ 

会
報
の
送
付
数
も
１
割
　 

　
近
く
減
少
。
総
会
出
欠

　
回
答
も
激
減
し
た
。

・  

長
年
に
渡
り
中
国
ブ
ロ
ッ

　
ク
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た  

　吉
村
益
吉
氏（
山
口
県
）、

　
村
野
陽
治
氏（
岡
山
県
）　

　
の
ご
逝
去
を
悼
み
謹
ん
で

　
哀
悼
の
意
を
捧
げ
た
い
。

           （
文
責
：
坂
本 
育
穂
）

　
新
緑
が
鮮
や
か
な
季
節
、

４
月
30
日
㈰
、広
島
市
東

区
に
あ
る
、二
葉
公
民
館
で

広
島
県
支
部
総
会
を
開
催

し
た
。今
年
は
52
回
目
を

迎
え
る
節
目
と
な
っ
た
。今

年
の
総
会
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
緩
や
か
に

な
っ
た
事
も
あ
り
、通
常
総

会
と
な
っ
た
。た
だ
し
、マ

ス
ク
着
用
し
、換
気
を
良

く
す
る
な
ど
細
か
い
注
意

を
払
っ
た
。

　
さ
て
、総
会
に
は
、オ
ー

ル
日
大
広
島
県
支
部
か
ら

来
賓
を
迎
え
13
人
が
参
加

し
た
。そ
の
中
に
は
卒
業
以

来
、初
め
て
参
加
の
方
が
２

人
あ
っ
て
、新
鮮
で
、会
場

は
大
歓
迎
の
喜
び
に
沸
い

た
。そ
ら
に
会
場
に
は
会
員

作
品
の
油
絵
１
点
、万
葉
短

歌
数
点
が
展
示
さ
れ
た
。

　
総
会
は
開
会
の
辞
か
ら

始
ま
り
校
歌
斉
唱
、支
部

長
挨
拶
、来
賓
挨
拶
、議
長

を
選
出
し
、議
事「
令
和
４

年
度
事
業
報
告
、令
和
４

年
度
決
算
報
告
、令
和
４

年
度
監
査
報
告
、令
和
５

年
度
予
算
案
を
審
議
し
た
。

質
疑
で
は
、①
年
会
費
値
上

げ
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
っ

た
。会
費
値
上
げ
に
つ
い
て

は
、諸
般
の
儀
び
し
い
経
済

状
況
を
考
え
て
、現
状
の
ま

ま
据
え
置
き
た
い
旨
の
答

弁
が
あ
っ
た
。議
案
は
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、全
員
で
近
況

報
告
し
校
歌
斉
唱
を
行
い
、

記
念
撮
影
し
て
、お
開
き

と
な
っ
た
。最
後
ま
で
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
の
総
会
で

あ
っ
た
。

　
中
で
も
、参
加
者
の
近

況
報
告
で
は
、参
加
者
が

神
社
総
代
や
菜
園
、介
護
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、地
域
で

頑
張
っ
て
い
る
旨
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　
総
会
で
感
じ
た
事
は
、

総
会
が
ど
ん
な
大
き
な
意

味
を
持
つ
か
と
い
う
事
で

　
令
和
４
年
12
月
３
日
㈯

山
口
市「
山
口
県
婦
人
教
育

文
化
会
館
」に
お
い
て
14
時

よ
り
開
催
し
ま
し
た
。全
国

的
に
感
染
者
数
が
や
や
増
加

し
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

の
中
、協
議
事
項
も
あ
り
十

分
配
慮
す
る
こ
と
で
支
部
総

会
を
実
施
し
ま
し
た
。会
議

机
の
消
毒
、出
席
者
全
員
の

手
指
消
毒
、換
気
対
策
を
行

い
、予
防
に
努
め
た
。出
席
は

昨
年
よ
り
２
名
多
く
７
名
と

な
り
、総
会
開
始
前
に
マ
ス

ク
、手
洗
い
、三
密
配
慮
を

確
認
し
会
が
進
行
し
ま
し

た
。な
お
、副
会
長
の
吉
村

益
吉
様
の
訃
報
に
接
し
全
員

の
哀
悼
の
意
を
表
し
生
前
の

懐
か
し
い
思
い
出
を
共
有
し

ま
し
た
。

一　
開
会
挨
拶（
支
部
長
）

二
　
村
田
義
和
氏
挨
拶

三
　
議
事

１
　
令
和
３
年
度
及
び
４
年

度
事
業
報
告
、支
部
総
会
、

定
期
総
会（
東
京
）、中
国
ブ

ロ
ッ
ク
総
会（
広
島
）説
明
、

校
友
会
報・支
部
会
報
配
布
。

２
　
令
和
５
年
度
事
業
計

画
、支
部
総
会
、定
期
総
会

（
東
京
）及
び
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

総
会（
岡
山
）の
開
催
予
定
。

校
友
会
報
・
支
部
会
報
配
布

計
画（
案
）等
。

３
　
令
和
４
年
度
会
計
報
告

（
会
計
監
査
報
告
）及
び
５

年
度
予
算
執
行（
案
）

４
　
令
和
５
年
度
支
部
会
費

５
　
本
部
役
員
改
選
、支
部

役
員
確
認
等

四
　
そ
の
他（
集
合
写
真
）

　
午
後
２
時
か
ら
挨
拶
・
出

席
者
自
己
紹
介
後
、議
事
が

進
行
し
意
見
交
換
協
議
な
ど

が
行
わ
れ
、事
業
・
会
計
報

告
、計
画
案
等
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。今
回
も
有
意
義
な

支
部
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
後
、静
か
に
お
茶
に
よ

り
懇
談
を
短
時
間
実
施
し
次

回
来
年
度（
12
月
第
１
土
曜

日
）再
会
を
約
し
16
時
過
ぎ

散
会
し
ま
し
た
。お
互
い
元

気
で
一
年
を
過
ご
す
こ
と
を

願
い
ま
し
た

　
　    （
文
責
：
佐
伯 

和
夫
）

し
た
。つ
ま
り
、参
加
者
が

校
友
会
で
強
く
結
び
つ
き
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
、力

を
合
わ
せ
る
事
、そ
し
て
、

お
互
い
の
健
康
を
讃
え
あ

う
こ
と
の
重
要
性
が
確
認

で
き
た
事
で
あ
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
も
母
校
の
発
展

を
願
い
校
友
会
で
頑
張
っ

て
い
く
こ
と
を
深
く
決
意

し
た
総
会
で
し
た
。

　
　 （
文
責
：
谷
川 

正
徳
）

居
し
た
り
、死
去
さ
れ
た

り
、身
体
の
都
合
で
施
設

に
入
ら
れ
た
り
、病
気
に
か

か
り
行
動
範
囲
が
制
限
さ

れ
た
り
、等
々
で
低
迷
し
て

い
く
京
都
府
支
部
の
話
や
、

亡
く
な
ら
れ
た
滋
賀
県
の

淺
野
支
部
長
の
後
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
か
の
話

と
な
り
、来
年
度
に
京
都
・

滋
賀
の
合
併
を
視
野
に
入

れ
た
会
議
を「
び
わ
湖
・
滋

賀
の
都
」の
地
に
お
い
て
開

催
す
る
事
で
一
致
し
閉
会
し

た
。

　
　
　（
文
責：山
本 

新
一
）


